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大阪大学工学部教授　青　柳　健　次

瞼合冊工学（Engineering Acoustics）なる言葉を

　　　　　　　　　　　　　　　Ｇ始めて使ったのは丹羽保次郎博士であるが、音響学

も工学という名前をっけられると、いたずらに現象

の究明、発見などばかりに憂身をやっしておる訳に

はいか々い．同じ研究をするにしても、最も安価で

そして殼Ｓ性能のよい音響機器を製造するというこ

とに主目標をおがなくてはならなくなってく孔

　参加不幸かもともとは物理学者の手にあった音響

学の研究は最近はすっかり工学者、特に眠気工学者

白子に移ってしまって純粋の物理学者で音響学を主

として研究する人は非常に少くなってしまった。そ

こで勢いざ響工学の上に更に電気という言葉が乗っ

かかって電気片面工学と云う言葉が生れて来、乙の

方面の研究は主として電気工学者が行うようになっ
Ｊ．

　電気工学者が音響学を研究するとなると、伺んで

乙かんてら電気工学を主体としないと話がわからな

くなる傾向があるが次に述べる電気合響変成器に関

する諸研究も全く電気工学的になされており、しか

も音響機器設計に非常に役立っている、ところがこ

の変成器の理論を最初に建設したのは抜山平一およ

び小林勝一郎の両博士であるが両氏はLagrange

の一般座標を使用して研究しているために初学者に

は非常にわかり難い。この音響変成器は電気工学に

おける変圧器に匹敵するものであって、変圧器にっ　，

いては、これがわかれば交流理論は卒業と討われて

いるくらいに重要なものであるが、上の音物変成器

も音響機器の設計の根本をなすものであって、これ

が完全に理解できなければ音響機器を自由に設計す

ることができなくなつてく孔

　ところがこの理論が非常に難解であればこの理論

は初学者にとつては一つのBott秘neckを形成し

ていると考えることができるっ学問においてもまた

他のあらゆる仕事においてもそうであるが、かなら

ずその分野には一つか二つのBottle neck があっ

て、それがその仕事の邪魔になってどうしても先に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２

発展することができないということが多い、高木先

　　　　　　⑤生の数学俗談の中にもあるように、数学研究の分野

においては無理数論が研兜首に対レ･っのBottle

neckを形成しておるらしく、これがよく理解でき

れば「数学ビル」の一階に昇ったことになるそうで

あるが、電気音響工学においてもか響変成器の理論

がわかるかわからぬかが「音響ヱ?ビル｜の一階に

昇るか昇らぬかの界になるわけであって、この

Bottle neck を突抜ければ後は坦々たる平野で楽し

く電気音響工学の分野に遊ぶことができるわけであ

る。そこで筆者は最も初歩的でかっ具体的な方法で

電気音響変成器の電気的等価回路を導いて、この

Bottle neck を取除いてみたいと思う。

ﾀﾞμtJ

　　　　　　　　　第　１　図

　さて第１図は音響変収容の基本的構造を示したも

ので、これはＳという箱の両面に面積がα,,９で

ある八八の大小２枚の振動板をはめ込んだもの

である。ﾀ1が振動するとそれにっれて八が動い

てそこより音波を帽射し変成器の役目を果たすもの

である。

　いま箱の空洞を満たす空気が仮に非圧縮他の媒体

で、かワ静止の状態で板戸,,八が力の平衡を保つ．

ているとすると、このばあい両仮に作用する力の比

はPascalの原理によってal/α2である。板が振
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……でべjスヽ'.一乙｢;I｢]tiくぴ)質Flkを無院すれば㈹仮に作　ば

｣ドニレ討レレ几いα1/oでj)る　これは電気団

1レご，ドでいごべにぐぐすような変圧比力緬1/,4であ

○･

○

Ｏ

○

　　　　　　　　　第　２　図

乙刑玉川変圧抑こ引当するわけであって、a,/向は

変しﾄよい0,10に対応する。このようなばあいはヴ柄

,ﾚ帽妬こ筒ｍてゐ芯が、板ﾀj,恥が質量をもち、

三,ツ何回ｬｙ気が可圧縮性のばあいは事柄が少しく

ベブIとごつてミる　そこで次にこのようなばあいの

所所を行ってみよう。

　第1yﾊﾞこ八いてFI,抑の質量を夫々at,匹2，空

洞の容碩をらとし、戸1および沁にそれぞれyl(o，

鳥山の力が矢の方向に作川したばあいその変位が

それそれ矢の八白にJ1およびx2であったとする

と、まザ仮PI :こ対しては次の運動の方程式が成包

すら

　　　ﾌﾞい－1仏1＋示９かぐ2悦………(1)

ただし/べま空気の体積弾性率であって、ばねで言え

ば、ばね定数に相当するものである,.汪)式において

右辺痢１項はハを加速するための力であり第２項

はらなる容積が圧縮のためにFo－(αjx1－αμり

の容積となったためにおこる力である。いま外力

かヘハ巾が圧弦的に変化するものとすると、

　　　j川.･＝x/y石り肖，石胆＝ゾ2‾らと.汐'

として去かすことができる､，ただし石，稲は外力

の炭素実効値、ゾはゾニ1、ωは角速度、りは時間

である　外力が正弦波形に従って変化すれば変位も

正信的:こ変化するはずであるから、

ご

_

か

－一
一ゝ

とjくことがてきシこ

肢０炭素実効値である。

２尚よ仇ﾂﾞ2＝ゾ‾lらむバ「

にＧ，らは班,押の速

ゾご（LO両辺を川こついて微分すると、

cqよ一向‾冶

‾宍戸ﾌﾟlj °″‘（ﾉｽ＋“μ‾‾

jiに芦哨GI＋ 谷
μ二‾G1
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か)n、

fllニ １十z;パj1一戸ｊら………(2｀ﾉ

を得る．

　次に抑に別して運動の力阿武をたてる　このば

ムいは、ﾀﾄｶ八出は矢の方向に作用し、圭だ内部

の空気による圧ﾉ几外方に作用するから、このとき

の微分方程式は

　　　　　　、Jも､，　αい|－a･,J4，　，　　　　瓦半白'勺,ご‾‾゛匹'‾Gﾄﾞ‾‾………k:3j

となり、右辺弟２項の符号は田武のばふいと反対に

なることは注意を巡する,、このばあいも現象はすべ

て正弦的であるから、前のはあいと同様にして、卯

式より

y‘七

戸

ルレ・)函一謳1ご………(4)

そ得ろ　しかるにこの(2)(4)式を朧察して見るとこれ

は竿３図に示すような慢気回路における電流電圧の

Ｔ

Ｉ， ＺＩ

レ

　　　　　　　　　　　?1,'n息

　　　　　　　　　第　３　図

関係λと全く同じであることにわれわれは気か利

之すなわち変居心を理想的変圧器と考えると、交

流理論によって、われわれは、

　　　　玩八八＋瓦リ1－ぇこ沁………(5)

　Ｆ

２

μ２／ｉｌノ言ブＯ "2万一Zμt………(6'|

なる２式を得る。ここで(2抽式と㈲(6j式を比較する

詣へ八丿四･ﾚ゛z･戸゜ﾂ／゛座なる対応が正

俯に成立していることがわかｙ従つてわれわれは

笥１図のような音響変成器を第４図のような電気的

等価回路で表わすことができる。

　最初に述べたような空気が非圧縮性であるばあい
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はこ3なる栽胴インピーダンスが挿入されないばあい

で、取扱いは非常に簡単にな孔しかし実物には必

ずJ3がぶ在するから理論が甚しく複雑となるのであ

る，レいレながら、皆皆変成器の主体は依然として

Pascalの原理に従って作用するものであるから、

われわれの音響変成器に対するMental image と

レごは昔中学生のころ習った物理の教科書にある例

の挿図を思い浮べれば十分であると思う。

　芸を紺くして最近流行のハイファバを望むならば

らがクコーズアップされてく乱すなわちz3は、

３＝

であるから

Q14

-－
・=「

り｝

r ＝

－

１

__包ｏ＿

α１４

‥‥‥I､7｝

丿ω

が電気回路の蓄電器Ｃに相当す

らやs.

　　　　　　　　　第　５　図

　音響変成器に匹敵するものに機械的変成器があ

る。これは「てこ」の原理を使用したものである

が、取扱方法は音響変成器のばあいと全く同様に行

うことができる。これについては後に稿を改めて書

いて見たいと考えている。

　以上のようなわたくしの拙い解説で果して始めて

音管理論を学ぶ人に対しBottle neck の一つを取

り除き得たかどうか甚だ疑問であるが多少なり御参

遡となれば望外の幸である。 　　以上

池9－11－27が

　　　　　　　　　文　　　猷

1）月羽保次郎：音響JI学，オーム社，昭和11年８月

り抜山不一，小林鵠一郎：運動イｙピーダンスによる

　　音響変成の研究，電学誌大正15年８月。東北帝国大

　　学工学紀要第７巻第１号昭和2年,IO月

四十-数社の製品展示会が行われ連日盛況を極めた。

　又第二会場の国際ラジオセンターでは、デモスIヽ

レーションプログラムとして27日には･･立体音の日

･･と名附けてＮＨＫの立体放送の受信、ラジオ東京

・文化放送・日本放送協同の三元立体放送の受信な

どが行われ、又連日ＬＰレコードコンサートが催さ

れた。

　28日の午後、朝日新聞社の講堂で行われた講演会

には、折から関東地方は風速13メーIヽルと云う豪雨

に見舞われたにも拘らず、熱心なファンが詰めかけ

講師の日本オーディオ協会々長中島健蔵氏をはじめ

東京・大教授西巻正郎氏（スピーカーシステムにつ

いて）、キングレコードの和田正三郎氏（レコード

関係）、吉田進氏（ピックアップについて）、乙部融

朗氏（アンプについて）、早稲田大学教授伊藤毅氏

等の講演に聴き入つし，その後質疑応答が行われ

て、ァマチ･.ァファンの好評を拍した。（KANDA）・
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る．よって音圧の短らく現象を少くするためには

らを小さくする必要があるが、これを少くするに

も技術的の限度があるので音響機器設計者は非常に

苦労するかけてある．

　以け)ような音響変成器の等価回路を巧に設計に

持ちこム周波数特性を甚しく改良した一つの実例は

例のWente-Thuras型可動線輪マイクロホンであ

シ亀５図がその一例を示したものであるが、音響

変成器が各所に巧妙に使用されてい机このように

複失言尚造になるとわれわれが得意とする第六感で

はも早とてもこれを理解することができない。いま

まで述べてきたような厳密な科学的､の考察をもって

して始めて理解が完全となり、従ってまたこれを改　3j高木貞治；近世数学史論及雑談，共立出版株式会社

員することも可能となってくるわけである。　　　　　137頁，昭和８年10月

　汗水｝賢二l-一穴円本オーダィオフエアーは去る

ｎ月27「Tから12月１日迄、東京銀座松屋百貨店

（廊｛坦｀ヽヨ際ラジオセンターC第二会場）、朝日

新聞ﾘ〕尽く会場八部電気研究所（第四会場）で

犬いレごこ開催ごれた

　雨　≧脇う松り回よ、県社他オーディオ関係業者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４
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ラジオ雑普と
　　　　プログラム放送
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　ラジオは文明Ｄ渋面であって、これかかる故に、

居ながらにレごI訂西のニュースを聴き、古今の音楽

を楽しむことが出来る。まことに有難いことでゐ

る.、ところが、別な文明の所産がこのラジオの聖衆

を妨げシロく、螢光灯、ジュースミキサー、超高

回送ｍ線等々によるラジオ追音。まことに皮肉なこ

とと云わねばならない。

　さて、筆者はここ6、7年来障害電波或はラジオ霖

音の問題と収組んでいる。しかし、片手間仕事であ

るためか、魯鈍てあるためか某紙遅々として上らぬ

巾に妨害源は頓に敢を加え、猛威を逞しうせんとし

ていシ

　対策は無いではない､，しかし、いかなる対策も効

采が無限大でなく、従ってま音は零とはならない。

そこで、つまるところ、ある程度の娠音は我慢しな

けれぱならないということになる。即ち、障害電波

発生源側にも防止法をとって貰い、ラジオ聴取者の

方でもある程度の遮音は辛棒するという互譲の式場

をとるのてある。

　さて、互譲は甚だ結構であるが、問題はどの線で

手を打つかということとなる。不幸な国際紛争の場

合と同様に、休戦後の国境線の設定が全く厄介な問

趾として残る

　そこで、先ず、双方より尤もらしい資料を提出し

なければ始らない。議論はその上のことである。事

柄の性質上、聴取者の我慢出来る線を先に示す必要

ｙゐシ，ところが、この線がちょっとやそっとでは

決らない。器械を用いて測定の結果で決めると簡単

なょうでゐるが、人間と同様なレスポンスをして呉

れる器械は今のところ存在しない。従って、実在の

人間の判定にょってこの辛棒出来る線を引いて貰わ

ねばならなくなる。すると、判定に当る人間の選

定、人数等をどうするかという頭の痛い問題が色々

と超って来る、

　さて、これ等の問題について、一々筆者の見解を

大阪大学工学部助教授

　　　　　　　宮　脇 ＿ ･ 男

述べていると賊りが無いし、又、背まてのところで

ラジオ貧吝を云々するいきさつの凡そが了解せられ

たと斑うから、以下、本論たる放送ブログラムと総

合の問題に人ろう。即ちプログラムの種類によって

ラジオ似合による被害の程度がどの様に異るかとい

う開題を取上げるのである。

　筆者が実験に用いた障害電波源は約１万ボルトの

ネオントランスの開放端より発生するコロナであ

る。このようなコロナ放電は障害電波を幅射し、従

って近くに置いた♪ジオ受信機に連続性雑音を発生

する。この音訳は蛍光燈によるラジオ他合によく似

ている。障害波の強さ、及び放送波の強さはラジオ

受柘植の検波直流電流によって測定せられる。聴取

判定者は学生である。其の人数は40人であり、放送

波、障害波の相対的強さ、即ち信号対他合比(S/N)

を縁々変更し､,又、ブログラムを色々変更しつつ、

聴取の成績を次の各階級に区分して貰う。

　1.　話がわからない。

　2.話がやっとわかる。

　3.雀音は著しいが話は容易にわかる。

　4.かなり良いが雑音は大分はっきりしている。

　5.大変良いが極く僅か噪音がある。

　6.全く申し分がない。

但し、音楽等の場合は、話がわかるという代りに、

楽しめるとする。

　さて、音楽とニュース等会話を主体とするブログ

ラムとでは、どちらが介在雑音に対して聴取者の採

点が辛くなるであろう､か？、先ず、このような問題

から始めて見よう。音楽は情緒を味わうべきもので

あるから、意味がわかりさえすればよいニュース等

の場合に比べて、雑合まじりのラジオ音に対する採

点が辛くなるであろうというのが一応無理の無い予

想である。ところが実験の結果は逆であって、音楽

の場合に案外点が甘い。この理由について、聴取者

の多くは略一致した意見を述べている。即ち、音楽

５
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－

ご………－･j場俘け、人てい既に承知レごい硝山を

緊張ぶ亭けかずに萌ミことにとろか、ニー,－ス等の

坦白け七句]い内容を緊張して聴かわばならないか

≒前匹づjが後者ドj皆皆に邪魔されることが少

１ゝ|．１

１心J
てムろ こ;□よ一応妥当な説明と思われ

　､一犬二ついては、叉、次のような用心を挙げて

い乙聴取yドづス　即ち、音楽は殆ど途切れること

ぐミ送らかてミるに対して、会話では、間が多く、

こプサ｢ド諒こによい茜しく耳ざわりとなるから全

体ｊし八八R'､1,うi辛くなるというのでふｙ叉、本当に

右京とレご兪楽を聴いている場合と、実験だと恵っ

て聡い'ごいる場合とては事情が異るという者もあ

る　こゾま実験計画者たる筆昔にとって、なかなか

伺い点を僕いているのてあるが、この種の心理的効

几た実験を行うことは一一寸容易でないよう

　穴、汗楽と公話に対する知音の影響は叉次の点に

宣ごyケごいる　即へ「測の階級の番号を点数と

そえご場介、S/Nの低い状態では音楽に対する方

り‘ゝ 会話に吋するよｈ秘い点数がづえられるが、

S/Nを増㈲して会話の円吝か十分提元られろように

々るこS/N D増加に対する会話の点数の増加は急で

あるのに反して、音楽の点数の増加は著しくない-

こ０亭実の意味するものは次の様である、会話の場

合は唯音が或程度以いこ他いと全く意味をなさない

が、音楽の場今はこの状態でも、ともかく音曲感を

与えるから、I位置の方が後者に比して点が辛くな

る　ところｙ、会話にっいては雑音がある程度以下

にごこるム内容が理解される様になり、更に少しく

帳泣か減少すると、聴取苔にとっては殆ど申し分な

い状態に到達するが、ぽ楽については殆ど申し分な

い状態というものは、少しでも幌音の存在する眠り

こかなか到達されるものでないのである、

　野球放送はこの顕著な例である⌒野球放送は、球

場いどよめき等が元来背景娯音となっているから、

アふウご･サーの声が一応聴き取れるようになれば、

その後はS/Nを少しく増加すると聴取者の採点は急

激にロベなる、

　皿し、以上の結果が、すべて観測者全員のぴった

りと一致して提出した結果とは云えない、実験結果

Ｄ分析は推測統計学を利用して行われるのである

が、この際、Ｓ／Ｎと点数との相関の程度を示す目安

となる相関係数を計算している。この相関係数は会

話の場合は大きく、音楽の場合は小さい,、このこと

６

は、会話にっいては聴取片の意見がよヤー-致する

か、音楽については聴取者の意にが区々であること

をべしている

　　･∩にけ楽と云っても、占姚ものもあればジャズ

もふるわけだが、雑音の妨害は前者の場合の方が大

ｙﾐ現わやる このヅ実もなかなか興味深い

　実験結ｍこばらっきが多いということは、先に述

ベク相関|戸数の小さいことを意味するのであるｶ八

このような場合の署閃は、ラジオドラマである、ラ

ジオドラマては話者に男女老若を含み、叉挺々音楽

が哺入せられる、従って、雑音の混入したこの放送

を聴いてその良心の判定をする場合に、聴取者は基

準の強固こ困惑する　古典音楽の場合もその旋律の

叶質凪同様な事情が現われてくる,、

　一見S/Nの犬きい時は、聴取者の評価が一致し

褐くなって相関係数は大きいが、S/Nが小さくなる

と薩州が淫乱して相関係数が小さくなる、

　さて、以上主として音楽と会話について球音の効

牡の差異を述べたが、実はこの差異は拓だ小さいも

のであり、又、推計学的に見て殆ど有意とは所えら

れない程であった、この結果は筆者にとつては、ま

ことに有難いことであって、ラジオ雑音の問題に比

較的熊胆な結論を下し得る見込みが出てきたわけで

ある、

　それでは、この実験で、ラジオ雑音に対する辛棒

の線をどこに引くことになったかについて一寸触れ

て見よう　勿論、聴取者毎の意見のばらっきは存在

するが、これは案外に小さく、まあまあ賂一致した

結論が得られているごこれによると、［こ掲の階徴表

の5、6を良、3、4を可、1、2を不可とした場合、こ

やらに対するS/Nは大体次のようなものであろう。

　　　　良　　　　　可　　　　不可

　　　30db以ト　17db以［1　17db以下

　竿竹はこの唯･回の実験で真の結論を提出する程

の自信は無い　この狸の実験は計画、実施が容易で

ないが、尚、機会ある度に試みようと思つている-

　しかし、今回の実験や既に行った同種の実験につ

いて痛感したことは、実験者の会話だけを聞いてい

ろと、意見まことに区々で、到底まとまりそ引こ思

えないような場合でも、推計学的にデーターを整理

した結果は予想外にまとまったものとなるという事

実である,、従って、人間を椙で手にする仕事に於て

は、堕劫がることなく意見を集めて、その結果を分

析することが望ましい、例えば、ラジオ受信機の音

声回路の帯域巾を決定する場合、硬い音とか軟い音



レい川副且、叉几ﾔ部を伺か甘るとか低回部を利　い、このため階級を脱定言石文ツの沼言言ごご暇縦

か廿るとかの区別乙出て来るかけてあるが、そのど

暫が-般の人々の嗜好に適するシは、やはり、毫し

い実験計画のドに堕めた資抑こよって決定しなけれ

ヅい｀，ヤ’ゝ

　ごこ、こ万場八、殼い回廊となるのは[l掲のよう

な階級０決定法である　情報理論的に云うならば、

汚悪級にけ賠問等の情報量が冴まれなければならな
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パーマネント型１２吋スピーカー

　定格

　対人許容人力　　15W

　ボイスコイルインヒーダンス

　　　　　　　　　　　７～８£

　全磁束　　　　　10,000ガウス

　空隙磁束密度　　75.000マックスウエル

　振動系実効質量　26.1 gr

　最低共振周波数　50 c/s

　月生周波数範囲　40～7,000 c/s

　周波数偏差　　　士8db

　外縁　　　　　310‘m/m

　奥行　　　　　180 m/m

　肌唄　　　　　3.5 kg

　取付バ､､.クル孔径280 m/m

　本品はシングルコーンの標準スピーカーとし

て既に定評のあるED一125をパーマネント型

としたものです√吐能は全然ED一125と変り

ませんから、大出力を要求される大型電蓄、拡

声装置に使用して申し分ないスピーカーです。

　フｒ－ルドを励磁する必要がありませんから

それだけ使い易く、叉増設用スピーカーとして

も簡単に接続出来ます。

　出力トランスは附属していません．ボイスコ

イルのインビーダンスは７～８オームですから

アウトブ~ヽ,トトランスの７オームから８オーム

の間のタップに接続して下さいっ

７

となってミ聡例えば、彫側;いやや腿いと八うの

と、添凋がかなり硬いといういとてはどかだけ勁;

現われるかという問題である　この点についぶょ市

庁,ょ大いに関心をもっていろ　付、得体の柚ム勺

い問題であるが、それだ出こ賃報理論からぞ1てや

り甲斐かありそうであるｴ

音圧周波数特性
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ｉど i

　2wayスヒーカーシステム用ウーファーと

　して

　高忠実度を目的としたスビーカーシスゃムに

は、周波数範囲を分けて各々別々のスヒーカー

に受け待たせる2way，3way方式が採用され

ています。

　オンキョーPD－120は低音用スピーカーとし

て、蛋の少ない低音幅財用に正に最適と申せま

しよう。既にオーディオ愛好家の皆様の

2way,3wayスピーカーシステムに御使用脳

いて、江湖の御好評を頃いております．

--･

ｔ
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冗 立体放送

オ東京技術局訪問記

　映画界の立体ブームにならった訳でもあるまいが、放送事業の方でもＮＨＫ

が毎土曜日の午後立体放送を定時番組に組み入れたりしてしヽるが、同じ様な試

みが在京民間放送三社（ラジオ東京、文化放送、日本放送）協同のもとに行お

れた、去る11月27日午後３時30分より５時迄、一時間半に亘って送られた三元

立体放送がそれてある。記者は早速その一社、ラジオ東京の技術局を訪ねて、

調整部の神永方義、山本浩両氏にいろいろお話をうかがってみた、

神田　どうもお忙しい所をお邪魔しまして恐縮で

　す　万口は先口行われました三元茫体放送にっい

　ていろいろおたずねしたいと思って訪ねたのです

　が

両氏　それはどうも、どうぞ、どうぞ･･…･

神田早速ですが、今度の試みは、まあＮＨＫでも

　立体放送をやっておりますが、三元放送と云うの

　は今度が始めてで、いろいろ苦心された点もある

　と思うのですが……

神永　そうですね……

神田例えば一番問題になるのはシンクロナイズの

　問題になると思うのですｶ仏

神永いや、今度の場合は録音にとっておいてやっ

　たものですから、その点は別段苫心する必要もな

　かった訳です。

神田　と云いますと？

神永つまりテープにとっておいて、それを放送の

　際にここ(JOKR)で再生しましてそれをQRとLF

　の方へ送って各々放送した訳です。

神田するとテープレコーダーとして特に作られた

　ものがある訳です飴、

神永そうです。普通のレコーダーにヘッドを三つ

　附けたものでそれにマイクをド本附けて同時に一

　本のテープに録音する訳です，ヘッドはＴ社で特

　に試作したものですが……

神田或る程、そうすると全然同期の点では心配は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８

　する必要がない訳ですね、私は叉、三本のテーブ

　ーをとって各々の局から放送するのかと思って、

　同期には何か特別な装置でもあるのかと思ってい

　たのですが、すると放送のシステムとしては俯通

　の場合と余り変らない訳です紅

神永　そうですね。特に違つているものと云っては・

　今のレコーダーのヘッドと、勿論アンフ｛ﾐっ必

　要な訳ですが、まあ後は同じ様なものですね、

神田実際にその録音をやられて何か……

神永　この前の放送は、うち（ＫＲ）とＱＲとLFと

　でやったのですが、一時間半のプログラムを各々

　が30分づっ持って、各々受持ちの局が真中に巌て

　他の２局がこれを援けると云う形になつたのです

　が、私の方でやつたのはドラマをやったのです

　が、先づ背景の音楽をとっておいて、それにセリ

　フをかぶせてやった訳です。

へ

第１

ﾄ ﾞ ’

図

神田　そ０場合、実際

　問題として立体感は

　どの程度まで出せる

　ものでしようか、

神永　そうですね舞台

　の上での左右の動き

　は非常に良く出るの

　ですが、前後の動き

　と云うものはやや出

　にくい感があります
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八　ス悩ｏ胆きと云っでも、俳優の次いでいる万

９二士)て違ってくるので、横に移出する場合で

言匹雨よCいの様に体は前に向けたまま働いてい

神田　威る程、なかなか面倒になってくるのです

かから、これを聴く場合の位置はどうなる

神永三あ何処で聴いても大差はありませんが、余

　い仙や後過ｙると、音が後や他の方を廻づて良く

　句いニとがあります。まず、三本のスピーカーを

　底とする正三角形を書いて、この部分C第一国の

　入い斜線の部分を指して）なら大変良いとムうこ

　とにこダ）ています、そかにまあこの後の部分（同

　図の紬い斜線の部分）なら充分立体感を味わえま

神田　その他に何か変ったことても御座居ますか？

神永　そうですね、これは放送ではやらなかったこ

　とてすが、三つに分れたヘッドで立体録音したテ

　一一ﾌをそのまま普通のヘッドで再生しますとやは

　り門通の録音の場合と違った、ふくらみのある立

　体的な音が再生されることが分りました。このこ

　とは未だ何処も気附いていない様ですが私の方で

　も研究してみるっもりです。それから一本のテー

　フをツ部に分けて使うわけですから一人の人間で

　　'.重唱や三重胆､或はLFさんでやっていた一大大

　役の対談も立体

　的に出来る訳で

　す-この場合は

　Ａの部分に先ず

　録音しておいて

　次にこれを再生

　しながらＢの部

　分で応答を録音

　すれば良い訳で

　す

神田三役の揚合
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第　２　図
£晶　ご一之乙……－ｊﾄﾞ也２べ1
　ﾋﾞｰムこａし……-リト{ｺ1ト司

　　はもう一皮Ｃの部分に録音すれば良いと云う訳で

　　すねc

　神永　それから、こんなことも面白いと思うのでリ

　　;い、それは鴛曾とは別に客席の後にもスピーカー

　　を置いておいて、飛行機の飛んで来る音などを立

　　休録音しておいて再生したなら、実際に音か前か

　　ら後の方へ飛んで行く感じが生々しく感じられる

　　だろうと思います。

　山本ダイアグラムの方は図(第二匿)の様になり

　　ます。一番左がテープの円生器てこれが三つある

　　訳です。次にヘッドアンプに入る訳ですが、その

　　内二つは主幹線と予備の分を使い、もう一っには

　　特に非常の場合のスペッシヤル回線のを使いまし

　　た⌒次にブーストアンブ、リミットアンプを通っ

　　て、ニこまでか副詞皇室にある訳です。次に主調

　　整室に入って、メインアンブ、ラインアンプを通

　　ってから、ＫＲはそのまま送信所へ、後の二つは

　　各々ＱＲ、ＬＦの主調蚕室へ送られて、そこから

　　送信所へ送られる訳です。

　神田　その場合の、ここからＱＲなり、ＬＦなりヘ

　　の途中は有線で送っているのですか。

　山本ええ、有線を使っています。それから、モニ

　　ターですが、これはマスターの前からとっている

　　のですが、これもモニターアンプとオーディショ

　　ンアンブの二っしかありませんので、もう一つバ

　　ブリ~ふクアンブ、これは６Ｆ６ＰＰなのですが、

　　を作って使いました,、これを6.5吋スピーカーで

　　回生して聴いた訳です。その他に第三スタジオで

　　関係者ばかりを集めて聴かせたのと、ＫＲホール

　　で－･般から三百人ばかり集めて、これはデモスト

　　レーションにやったのですが、12吋スピーカーを

　　並べてやりました。

　神田　この途中(第二図モニターとKRホールの間)で

　　減食器を入れてあるのはどういう訳なのですか。

　山本それは、副詞室の出口の所で出力が凡そ十4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(13貝へ続Ｏ

９
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出力変成器の

理論と設計

１１１１Ｌ ‥・-1●一一

滝田忠雄

　HiFi乙名附:するアンプは、ウイリアムソンは句

,冷釣竿、４２Ｓ、６Ｖ６Ｓの家庭用小型電蓄に至るま

で、多段のしかも強度のＮＦＢをかける事が常識と

ごれている、ＮＦＢをかけるという事は、或る意味

で相当良い特性の変成器が必要とされるかけてあ

　そこで今回はその良質の変成器は如何にして設計

され製作されるかという事を、理論とあわせて述べ

て辿たいと思います。

　じて、設計にあたって要求される事は、種々挙げ

心証訓示ですが、変成器とは、一般の真空管回路の

出大筒に於て真空管の内部インピーダンスと負荷イ

ンヒーダンスの間にて損失なく動作する事が第一に

必要とされるものです。マ~ヽ･チンゲの意味で変成

斐の岡持線の自己インピーダンスの比を、それが接

続され得るべき両インピーダンスの絶対値に等しく

する事てあり、負荷は一般に純抵抗として取扱い、

抵抗以外の場合は特別のものとして別に述べる事に

し、さしあたって設計に当る要求事項として、

　･ﾕ）圃終端インピーダンスC真空管の内部抵抗と

　　　負荷抵抗）

　悶周波数範囲

　即　周波数範囲内に於ける損失偏差

　圃　同範囲内に於ける定損失

その他、特別の場合として一次、二次問の遮蔽、重

畳せる直流の問題、鉄心ケース、インピーダンス特

」気持線不平衡におけるインピーダンス不平衡、位

引のずれ、等挙げられるが、中級程度の変成器に関

しては設計上の基本的なものでないから、夫々の場

合について考慮すれば宜しい．

９１等価回路
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y;£と 憎 岑
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″

　　　　　　　　　第　１　図

　第一因に於て、捲線等価容量と毀損等が宵賂され

ているが、これは取扱いが復姓になるので、特別の

場合にのみ使用す事るとする、従って、一般的に相

互インピーダンスK£pと並列に入っだものとして取

扱って良い，　　　　　　　　　・

　相互インダクタンスを£pとして鉄心のある出力

変成器ではＫ＝１として良い。又、Ｒは鉄損に依る

実効抵抗、あとJjま各捲線に依って生じる漏洩係数

でこれはそれぞれの変成器に依って変化する,，

　しかし、変成器の高周波と低周波部の特性に分割

して夫々の場合を考えて行く事に依って定数及び係

数の省略が可能となるが、等価変成器回路に於て圃

終端インピーダンスに対し、直列及び並列挿入損失

と考光られるから、伝送損失は全く両終端インピー

ダンス聞の仙人損失の計算とな孔

　○低周波部に於ける等価回路：一

　漏洩インダクタンスは割合に小さく、叉損失偏差

に対して関係しないので低い周波数では省略しても

良い、捲線等価容量Ｃも省略してよいわけである、

　○高周波部に於ける等価回路：－

　相互インピーダンスは周波数の増加に圧比例する

--般的な等価回路を第一図に揚示しておきます．から、これも省略しても良い様である。Ｋも省略さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０



牡 /､J 高周波における山刀の固波数特性は落ちろ

れはリーケージの増加が|以因てあ白

§２挿入損失

　出力変成器の挿入損失は、円終端インヒーゲンス

０間の挿入損失として表わされるので、その|三な掲

出こついて云えば

　(1う並列挿入損失

Ｚ，　　Ａ　？ｊ
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　弟1図に於て、ご1及

びzjのインビーダンス

に対して、ご2なる並列

インピーダンスがある

場合の損失は次式に依

って求まろ
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に記と同様に第三図から求めると

　らしI　Z1十為
　　一一　八1 1Z1÷Z2十Z仙Ｉ

　圃式と(6試を等しいとすると

１÷
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一
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　１　　１

三白

(8)式で分ることは両終端インピーダンスの積が-･定

の約抵抗となる場合に、その間に挿入されて等しい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１

挿入損失をりえる直列インピーダごスｃ嶮列インヒ

ーダンスは逆の関係にある事が分る

3勺直並列挿入損失

　　　乙　Ａ　４

　　　～ｊａ・　・ａａｊ
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　I　　　　Z8（Z1＋為）　　　　，ｙ
゛汐i‾+Zλ亘Z2十居半Z3）‾回八Z計器.=I’

ツ｣､を府汽して腿ると

｜

/2
ん

ちU＿（zけ石）

7　　r/ lrZ I″7、¶
Ｘ

Z1＋Z3十ＺＡ十ZB)

　　Z8(Z1＋為十ＺＡ÷ＺＢ・

Z3CZ1半‾為十ZA＋恥)十(Z1＋八八応十Z8・
湖

となり初項は㈲式より明らかな様に両終端インヒー

ゲンスZ､及びZパこ対して（Z八十惑）なるインピ

ーグンスの直列挿入損失を示し、次項は圃式から分

る様に終端インビーダンス（Z1十Zん及び（瓦十

Z13）に対してZ3なるインピーダンスの並列挿入損失

を示す。

　即ち、直並列損失の計算は、直列・並列の各挿入

損失の和として考えられる。

ｇ３出力変成器の特性の決定

　ﾄﾞ1う低周波部分の周波数特性

　こニでは§１で述べた様に等価回路の漏洩インダ

クタンス及び捲線等価容量を省略する事とする。

忿，

第５図

Z.l

　今、仮いこ捲線抵抗

と鉄損を省略するとそ

の等価回路は第五図の

如くあらわされる。・

　これは明らかに並列

挿入損失回路と同様で

あるから、
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ヅ式で、損失は周波数に無関係な定損失部分と、周

波数の函数の和の形で求められている。

　第･項は捲線抵抗7pの直列挿入損失で、第二羽

に終端インピーダンスZ汁7pに対してω£pの並列挿

入罰完である,、
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即ち、一一般に於ける低周波出力変成器の低周波椙　゛2）低周波部分の特性

　高周波部分に於ては並列インピーダンスω顛は宵

萌出訣るから、この等価回路は第ハ図の通りとなる。

犬特性は第七図の如くゐらわされろ.、

7pご･次捲線抵抗，
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竿八図を書き直すと第九回の如くな孔
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　旱づ]及づ司yl頂け、苅肌こ訓順二依ってt,求め

ご汪へこかは姉素鋼回心トロィゲ1ﾚ形破厄万有寸

ﾂ.剔,川卜副帥副⑤こて、斤声内波竹筒囲に対して、

70田･ぺ700川二設計ラしりたものでふる

　川原,ニついＴいえるこレよ-定の-次裕線ｊンゲ

リ犬ｙこ刈し、旅潤ィ.ペニーｙンスの犬こごパd、

低周波部分に於ける損失は犬となり、定損失士ﾄと

ごつこ、低内政特｣耽の片しい劣ドを示している　父

逆に･定の･次捲線ィンダクタレスに対し終端ィン

ビーダンスを小とすれば定損失は大となり、同波紋

特注偏岨は小となるっ

　しムベにミ、変成器帽云送帯誠の低周波辰刄は貧

とレごづ欠裕福自己インダクタンスlpの大きさに

レ)で定忘ろ　従つてこ言を拡ける為には加を増

レ⑤いばよいこ)であるが、捲線回数を増加してィン

タツタンスを増すと裕線容ほ、漏洩インダクやンス

万を増して、次に述べる高周波特性を悪化させる事

ニこるのでゐる　これを改善させる事の一つとし

て、犬ころィンゲク々ンスや櫛ろ方法を得て、しか

も捲線容量、漏洩インダクタンスを小さくする意味

で、-次、ﾐ次捲線を分剖捲にする場合がある　こ

れに併用して、高専磁率の磁心を使用するごとし一一･

リり方法とされている。

　この一一心インダクタンスを大今くする價は低周波

作比の改善を計ると同時に高調波歪をも極少にする

円的に役立つのである.、

　出l/J変成器は入力変成器にくらべて電力に対する

レベルが高く、従って高調波歪の影響が多い為に高

明波歪の非常に問題となるときの設計には低周波限

乖こ於てω師＞4Z1位に選ぶが、設計の際の特性偏

加こ対ずる要求程度に依り異ってくる。ω£p＞4z1

ご選ぶのは筆者の経験と実験に基いて定められたも

乃てある

　　　　一一ｆ
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　凪稲ぷ,よ定辰夫、第二項は2Z涜2即帽㈲こＪよp

を爪判に邨入せる時の挿入損失であか

　高周波部分に於ける特性はの迂pなる汚行曳1/づ

タンスに依って左右される,一従って、高尚波高好い

特≒を改善する為には高高滋率の磁心を使用して捲

冊数を少くしてQ漏洩インダクタンスは捲問核力白

灸に比例して増加する)、漏洩インダクタンスを誠

/レベしかるか、又は捲線方法及び磁心の形状の改良

　．９頁より続く）

　dbありますが、これがモニターを山た所で、÷

　30db位になっていますが、これをこのままＫＲホ

　ール迄送ると、約100メートルばかりを有線で送

　っているのですが、パワーが強遜ぎると漏活か起

　るので、ここでア~､.･テネークーでパワーを－25db

　下げてから送っている訳です。

神田所で、聴く場合のスピーカーの配置などはど

　うなっておりますか-，

山本ＫＲホールで並べたのは各４ワットのを三ケ

　５メーTヽル離して並べました。聴衆の畿前列迄は

　統10メートル程です.、

神田　これもスビーカーが三本にもなると各スビー

玉凱ぶ良説明

　HiFiはプツシユプルと決められてレますが家庭刑と

して哭、アｙプを入門される方のために、シングル増巾

器を同種類ぽかり作って見ました。2A3、6V6、42、6A

R5、を、それぞれ実験して見ましたが、先づ先づ良好で

した。三極管でも五極管でも、ＮＦＢをかけましたので

回付い漏洩ィバノごごニ今減少せレりごナれば

乙スない

･3　絵合特性

　変成脂の物件は要求ｙけこ周波数範囲に絞て定烈

火少ミ帽大の少い影を必要とする，

　見回レご低固波特性と高川波特性の剔失率はその

ド波笠二関匹する部分Ｄ損失を少仁ﾔる必かいム

ニニて叫Q

　　2ヴ･～･1

とすると
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　上式から

　　ｇ￥β=コゾで‘Vこ1・ω2　　　　　　　jOI

　　∴zﾂﾉふﾂﾞ‾y’ゾこい‾ら　　　　　叫

　　ぺ漂洩係数

　　奴仏頂火筒放散　ωa＝ｽﾞｿﾐj－ゾa｀1ぽ2　　　　訟

　尚、次号では鉄損及び植松容量の特性に及ぼす影

響について、更に以上の理論に基づいて実際に出力

変成器の設計を行って見ようと思いますっ

一 ・ － - 一 一

　カーのレベルを揃えるのも大変だろうと思うので

　す力弑

山本そうですね、各アンプのレスボンスが矢張り

　違っておりますから、初めボイスで調節しておい

　ても、次に400サイクルのシングルトーンでやっ

　てみると揃って来ませんし、大分苦労はしました

　ごそれにテープが裸のままなので、どうしても

　インダクションハムが生じて来ますから、それを

　除くのも苦心しましたよ。

神田本日はどうもお忙しい所を済みませんでし

　た。今後の成果を期待しております。ではこの辺

　で‥…･。

歪の問題もあまり起りません。写真は比較実験のために

組立てられたフンプで、2A3と6AR5、一方は42と

6V6とです。電源は別に実験用に組立てたものでサプラ

イしました。後程このシングルアンプについての実験

データーや実聴を発表いたします。写真左が、2A3、

6AR5、右が6V6と42、各シｙグル増巾器。
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　|八白レごｊ、カソードフォロヮーに於ける入力イ

ンヒーy才ス支出力インピーダンスからカソードフ

ベjヮー川八を途中に偕んだ増巾回路の周波敷特註

二っいて次で述べるっもりだったのですが、っい途

巾○話ｙ長くなって、そのことにっいては一ことも

ふヤらム恋せんでした、そこで今月は、この問題に

ついて話してムましよう。入力インピーダンスは、

先ず人力抵抗と入力容量を引算し、この各々を並列

に接続したものとして求めることができます.、

　Lﾘ、

　　入ﾌﾞ八.爪(心1＝らr1÷〔(り－eo)/り〕ら自

　　＝らｏ十(1－j1)Cg1
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　この収にして、C偏と沢偏は求められるのです

.八G7zlにしても、μ偏にしてもいずれも“1一雨”

と云う項が入っています、そしてこの“1一疋”はカ

フード乙ドロヮー刈跡の特徴を示めす色々の式にし

ばしぱててくる形なのです。この場合にもその通り

で、カソードフｔロヮーに於いてはその利得‘り"は

大体１に等しく、従って、C1－j,)＝O、或は

(1一肩)＜く1､となります｡そのためにＧπ,と拓njは

殆んど次の随に考えても大きい誤りはありません、

　即、

μ0＝

　　とび)ます
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　次に出力インピーダンスて八八これは八ツ管と

カソード抵抗でより求める出力抵抗と配線等の分布

古址とが並列になったものと月えてよろしい、そこ

で出力抵抗ですがこれは等価回路を考えて求めると

簡単です。利得の式
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等価回路ができればもう簡単に出力抵抗は求められ

ます。即、真空管の内部抵抗の（1十μう分の･の抵

抗と、カソード抵抗が並列になったもので

り
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次に出力容量ですが、これは配線の容



ほど、八段に回付妬I?かムればその真空管回路の人

才容は万言Tこね回こり失せん　この次段の真空管回

賄白人勺ﾂ仙Uよ、

(９心゜ら,心十fJJ2、1＋.12・ I､16ﾉ

上こぺて、ではＮ削丿度に影響されることがお分り

に1/ 1ゝ 回八二の｣易今は、増巾度が可成大きい

ものご才力ヽら、ぐ42.6V6等ては10～17倍)cm2も

大きこ乙いとなります，このことと比べてみてもカ

ソートフ・ロワーに於いては、その入力容量が少さ

くこ乙とムう特徴がはつきりすると思います。とに

力＜以七のぽにして、人力、出力インピーダンスは

,llWさいるわけですが、計算に使いました記引こつ
ｔ

ては廓ﾋ図をにて下さい
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　以.i　joTにﾄ∩色々と述べてきましたが、これて

カ｀ノード‘勺ロワーの吽質、特徴にっいては、ある

程度理解して頂けたことと思います、

　説明ｙ充分でなかったり又は適当てなかった点も

凛々ムったと思いますがこの点はお許しyさい、で

は例として挙げておきましたアンプの回路常数を全

部決定し、その時定数を計算してみましょう－

　OΛS N0.2P－6屏３図を隠て下さい。まだ

G2と心2の値が決まっていなかった様です．

　　　ら2＝0.05μF　　ら2･=500瓦�

と院うますと、之から低城に於ける時定数は、次の

様になることは御存知でしょう、

　八　人力[口T路時定数－

　　/ち1==500瓦2　GI＝0.05μF

　　　∴711=･0.5(4加)X0.05C/げ)＝0.025C秒j

　　　万言約６サイクルで－3dbになります。

　７１　６ＡＵ６と６Ｃ４の段問

　　ぬ2＝500瓦む　G9＝0.05μF

f?り＝
　　/し1＋/政２

μ引十/7£2/ 1 、－II

　　　　:;:;りO

7り0＋26001゛1－0､84′

今１．５ＭＱ

/らl

而ＯＫＱ，

　　∴71ご1ルMUバ0.匹げ.･=0,07匹秒

　　之は約２サイクルで－3dbとなりま寸

　次の６Ｃ４と６Ｖ６の股間は、直結ですから、そ

川尚定誼は無限大、即直流までその減衰量は零で

す

　7',-1ヽラン結合の部分一

　　トランスの一次インダクタンスを10Hとし、６･

　　Ｖ６の出力抵抗を、５瓦j?としますと、
＝●1

　　　≒岬x10=0,0r}2 sec(胎･

　　之ぱ約75サイクルで－3dbとなります，

　このぽにして、各段の時定数は、計算されるので

j万万と八の時定数を比べますと八がうんと

ゾごく、低域での限界周波数は、この段で決定され

ていると云ってょいでしょう-このことからも‥一次

インダクタンスの大きい出力トランスと出力抵抗の

小さい出力管が用いられる理由がお分りのことと思

いますっとにかく7≒の大きいことはNFアンプの

匹能を比較的容易に向上させることに役立ちます、

この例のアンブでは約19dbのNFがかかつており

ますので最低再生限界周波数(－3dbの点)は20サイ

クルまで引きさげられております．これはHiFi阻

アヅフとしても充分な性能です、

　匹誠に於ける時定数は、浮遊容量、真空管の入力

容Ｒとが判らねば計算できません。それに真空管の

入力容隨と云うものはその真空管の増巾度にょつて

変化することは(16)式の通りです．それで-･般に高

城の時定数を計算することはできないと思つてまぢ

がいありません-

　しかし実験によって、このアンプは20KCまでそ

の特性は、フラづヽで、叉直線性も非常に改善され

ています

　次にこのアンプの調整法について少しふれておき

たいと思います．

　調整部分と云っては殆んどないのですが、できま

しだら誤配線がないかをよく確めます、誤配線がな

ければ、ヒーター電圧のみを加えて真空管のヒータ

－がぼうっと赤くなってくるのを確めます,、この時

ヒーター電圧を厠ってふて下さい.6～6.5Vの間で

あれば充分です一電源が別のシャーシーの場合は、

途中の電圧降下によってヒーター電圧が下っている

ことがあり夫すから、よければＢ電圧を加えます

　約300V,290～310V院の変動はよいでしよう、但

し電圧が高すぎる時、抵抗で電圧降下させることを

よくや６ますが、これは電源の電圧変動率を大きく

　　Ｕ

１５

よくありません　それで電圧を下げたい時は、

-

ぺ

J



トランス副氏いフ　フを使うとか、コンデンサーイ

ごフ　　T､てあかばヱ，－クインフ,、Tヽに改めるかし

てドさい　二いＷこして、Ｂ電圧の,湖沼が終れば６

Ｃ４のカソードうべOVになっているか６Ｖ６のカソ

ードが52.5Vに々っているかを確め、ほぼのその値

であれば６Ｃ４と６Ｖ６の段はうまくいっているわ

けです-この様にならない時は、配線､真空管､を改

めて検討してドさい.、この様にして、直流的な真空

管の混作点がうまくいけば殆んど完成したも同じ

て、ＮＦをかければ全く完成です-もし高城で発振

ＮＨＫの立体放送

　　　　　　　　　　　　鉢屋通庵

　いよいよＮＨＫが立体放送を去る11月13日より

定時番組として毎上厨口に放送し始め仁音の包体

感、或は臨場感と云う点では従来の放送に比較して

井常に素晴らしいものがある。

扨、当日の模様を簡単にお伝えすると、先ずオーケ

ストラの配置及びマイクロフォンの位置は第一図

　(ａ)に示した通りで、舞台から２メートルの距離

に各々1.5メートル離して置いてある。マイクロフ

,･ンの高さは舞台面から3.5メートルの高さにあり

これは雛段になった舞台の最高部と最低部のほぼ中

火に来る様にしてある(第一図(ｂ)),、演奏曲目はべ

二
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　　　　　　　　　第　１　図Ｃａ）

－１,－ヴニ詞乍曲、交響曲節九番･･合唱･･より第四

楽章「欲河の頌歌|、演奏はＮＨＫ交響楽団、同合唱

する様な時は６ＡＵ６のツレートとアース問に、10

Kむと250PFをンリーズにしたものを挿入してドさ

い　　このぽにして、完成したアンプは小じん止りと

して、仲々優秀な性能を示めすことと思いヤ拡又

機会があればこのアンプの詳わしい測定データーを

発表したいと思います．今月号で三回にわたりまし

たカソードフォロワーについての話は終り止すが来

月或は来々月に全くこわの応用と考えられるP-K分

割型位削反転回路についてお話ししたいと胆いま

す．

き･儡

半
　≒

・－･－・・・－－Ｊ．

７４？

第　１　図（ｂ）

団、指揮ニクラウス・エヅシュバッハーで、尚当ロ

の放送はロ比谷公会堂よりの中継録音であった

　図でも分る様に、向って左側が第一･放送、右側は

第1阪送で、第一一は高音部（周波数範囲は10,000サ

イクル迄入筆1は低音部（周波数範囲は7,000サイ

ク･ﾚ迄1となっている．

炭田マイクロフォンはアルテヽヽ,･クスランシング21B

無指向性コンデンサーマイクロフォンで、その構造

の概略は第1因に示す通りである-

　これの受信方法は既に御承知のことと思うが、２

台の受信機の音量を調節して、２本のマイクロフォ

ンの位置と同じく1.5メートル離して置き、音がニ

っの受信機の中央から聴えてくる様比すればよい､．

この場合、高さにっいても考慮する必要があ孔即

ち直接床の上や畳の上に置いた昨したのでは、舞台

|厨から3.5メートル上にあるマイ

クロフ万ンに集められた音が足も

とから聞えて来るのでは高忠実度

とは云見ない　勿論、先号の北村

光生のお話にもあった様に、聴く

泣置や会場の状態によっても異っ

てくるのであるから、受信する場

ダト､部屋）の状態によっても大き

ご差が生れてくる。
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　2way，3wayのHiFiアンフの素靖らしさは、

廟延に値するが、その高価につく事は一般家庭に菩

枝し答いところである。しかし、どうしてもHiFiで

こければ満足出来ないかと云えば、そうでもない様

でムる、シングルの簡単なもので、高音部可変減衰

を恢して低音をボンボン言わせて良い音だと感心し

ている人もあるのでゐ･る。又その逆の人もある。事

実耳の感覚というものは各人各様で一概に云えな

この頁は、今後読者の気楽な談話室として、開放致したいと存じます。

本誌に対する、御希望なり、御批判なり、気楽なお話なり、何なりと結

構ですから、どうぞどしどし御寄せ下さしヽ。

オンキョーパーツによるポピラーの電蓄の決定版

大阪府 前　田　悠　紀　人

いに役に立つのである。

　話は変るが、例えば似顔絵など微細に表現廿寸し

て、大胆に特徴をとらえて描いただけでもそ０人に

酷似するものである。こういう風な事が音について

も言えるのである。

　この観点から、最も簡単にして最も迫真感に満ち

7こ電蓄の回路を次に掲げる。

　尚、フィールド電流は一杯にかけてやる方がよ

い．ここにHiFiならずとも満足な音の再現が出来　い。

る余坦があｙ所謂、迫真感というもの、これが大
ＣＲＴＡ会員）
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トシカコても３目四万作州1り53聯の入場行を7､000犬

シ趾ﾚﾚﾉ､燦行い飴回禄を即つだ　会揚は132の部

ごﾆ168圧ﾚ片々賄ﾂ1し、８ドルD HIFi川手｛づヽ

ﾀﾞ州,000ド几の完全ヤ家庭川劃場に至る迄陣到IWI

ベル・テレフォン社のアンサーリング・セット　され九

二ご［ご トはバY仁川･に玉石が掛って采六:垢付自

皿I仏二勁回し、ムらかじめ録びしておいた固て削ト

とビ酉し、Ｈ汀づ)名｢mや定詰詐リを記録する様にな

'≒………)、･i･一一i･ｾﾞf柏こ之を帽トぐれば留守田に仕ﾄつて

氷白浪詰い削トが分る映に々つている．

2.　　オーディオフエアーＣ海外版

　海星Iこムつてとオ－デｆオフェァーはもとレと

ごパバシ本水本凡てあるが、その本家のアメリカの

帽IE

IL.-｀

ヨ

ｌへ

ゝ♂　＝ J - ら ＝ ら ＝ ＝ ' J ' / ゝ J r ゝ

編　集　後　記

●　作目迄Ｄ秋耀かの空が、１目の違いて師走とな

　レ利I仁几○ド,ヽ々々とした邑に隠えてミるのは

　12川とムうｊ沁のもっ切迫感からであろうか　一

　吊の締めくくりと銕に浙るべき年への準備に忙殺

　されながらも、新しい乍への希望が人きく湧き上

　ってくる

●宵りふかば作事はオーデｒオ界にとっては圧に

　飛躍的な発展の年であっしレコード界に於ては

　録Iヽ｢汗)進歩によってHiFiレョード加山ﾛ見し、我

　うヤけ回てもＶ汁、Ｃ社、Ｌ社の池にＧ礼、Ｖ社

　Ｗ社、Ｍ社等々ＬＰレコードは正に1ｺﾞ花リ，ウラ

　ンの豪華さである，

ﾑ犬ゴて去る10川に闘かれたオーデ　●　．方放送界てはＮＨＫの政体放送定時蕎絹化と

’r・/｀/ゝ　/べ7ゝ/X　Z7･｀l「ﾊﾞヽrT゛T7･-･　・－にに娃べ60.000名以ヒのHIFiファヅ

づ、さすが寸－デ’寸巾’場の大きさを物

べひ こ，－ョーヤムっ人偏片は記録破り

　ヤこ氏問改進厠でも同じ試みがなされてお≒い

　ｋいよ折レい時代が始まった感が深い.、

　その即応忠実度放送等も行われ、来年の発展が期

　待され芯

●　||川ﾓ装置の進歩も著しいものがあり鈴代放送

　の発展と共にオーデ≒時代は既にたけなわ.、て

　は、特ぽも代々によいむ年をお迎え下さい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　CY､I･

　　　　　ＯＡＳ第四号

　印刷目　昭和二i･九年ﾚ一月二三目

　見回｣｜　尉F目ニレ九年レ困一目

　　　　　　　(毎刀･回一目発行〉

　　　定価20円(送料共)牛ケ年120円

糾渠兼発行人　　河　合　ハ　郎

　　　　大阪巾胆|くﾉづい|｢｣]･q之目｣八川｣三ｌ

発行所ＯＡＳ出庖部大阪丿罰払辻社内

即刷所　株式会社研　文　社

し

の31.000人員llと|辿られ、父シカゴでは2S,000人の

－１

レ坤|し;いけた

加ニューヨークでは、スヒーカーシステムや、新型

う一一フレコーゲー、アンフリファ’アー、a－m及

クf一一mチ，－ナー、レコードツレヤー等、その他

竹－デｆオ関係の製品が出品された.、主催はオーデ

　竹工しジニヤリングソサイエテイで、６日間開か

ー　　゛゛｀ｉ｀○々｀。

　４　　　　｀

　づ贈よニ，､－ョークのオーデｆオフエァーに出｢品

沁けこMidgetapeのボケッTヽレコーダーであ孔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８
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